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に １ か所ずつ、そして茨城にも １ か所である。い
ずれも 6 世紀末葉から 8 世紀初頭までの時期であ
16
る2 ）。
　この八角形墳については、仏教や儒教、中国の
政治思想、道教などの影響が指摘されてきている
が、現段階では中国の政治思想、道教の影響をみ
る説が有力である。また、畿内における八角形墳
の意味合いと、地方での意味合いは異なることを
指摘する脇坂氏の説もある3 ）。
　茨城県の八角形墳は、水戸市にある吉田古墳が
それで、築造はだいたい 7 世紀中葉とされている。
調査報告書によれば、2006年から2007年にかけて
の調査で、墳形が八角形と確認された4 ）。先の脇
坂氏によれば、地方の八角形墳は「それぞれの地
域の政治的・社会的事情の中で成立してきたもの」
とされるから、単純に道教的な思想背景を想定し
てしまうのには躊躇を覚えるものの、この古墳の
被葬者は在地首長と想定できるというから、後の
風土記の自己認識が生じるためには、重要なカギ
を握っているであろう。
　また、この常陸国には今の霞ヶ浦となる香取海
が古代には大きく存在しており、大きな影響を与
えていたことが知られている。この香取海の南側
の下総国ではあるが、墨書土器に記された願文な
どから、道教系の祭祀がさかんにおこなわれてい
たことが分かっている5 ）。香取海では、古くから
水上交通で結ばれた文化圏が形成されており、下
総から常陸の国にかけては文化の共通性も多くみ
られるので、常陸国ではそれほど顕著ではないに
せよ、東海道の街道筋であり、香取海文化圏の内
部でもあるので、こうした道教系の基盤の共通性
も想定可能だろう。
　さて、このようにして古代の現実世界において、
道教の盛んな地として、下総から常陸一帯はあっ
たのだと考えられる。この特徴は、多かれ少なか
れ全国的な展開はしていたのだが、香取海を中心
としたこの一帯では、特に色濃かった様子がその
他の遺物なども含めて検証できる。これが「常世
の国」の住民としての自己認識を育てる基盤になっ
たのではないだろうか。とはいえ、関連する遺物
が多いからと言って、単純にはいかず、まだまだ、
遺跡・遺物の検証や、その他の宗教的な痕跡、風
土記の本文などを分析しないといけないのだが、
現在、この仮説に基づき研究を進めている次第で
ある。
注
１ ）これについてはすでに拙稿「古事記編纂と東国」『國學
院雑誌』第112巻11号　2011　でも触れている。
2 ）水戸市教育委員会『吉田古墳Ⅱ』水戸市埋蔵文化財調
査報告第10集　2007年による
3 ）脇坂光彦「八角形墳」『季刊考古学』第40号（特集：古
墳の形の謎を解く） 雄山閣　1992年
4 ）水戸市教育委員会『吉田古墳Ⅱ』水戸市埋蔵文化財調
査報告第10集　2007年
5 ）その一端は、たとえば公益財団法人印旛郡市文化財セ
ンターで行われている発掘調査の報告会などでうかがい
知ることができる。この池ノ下遺跡では、 8 世紀後葉の
住居址から願文を記した墨書土器や炭化した桃の種が出
土している。
　http://www.inba.or.jp/happyo/happyoindex.html
（わたなべ・まさと　聖学院大学人間福祉学部こど
も心理学科教授）
